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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転駆動される軸体の周囲に巻心を取付け、前記巻心を前記軸体と共に回転させながら
、前記巻心に粘着シートを巻き取らせる巻取装置であって、
　真空引きにより吸引力を発生する吸引孔を前記軸体の周面に形成した巻軸と、ロール状
に巻かれた紙の原反と、該原反から前記紙を繰り出す給紙手段と、前記紙を前記原反から
切り離すカッターと、該カッターにより切り離された紙の切り口付近に粘着層を形成する
粘着剤供給手段と、前記紙を前記巻軸の周面に接近する方向へ案内する案内手段とを備え
、
　前記原反から前記紙が繰り出される長さが前記軸体の円周の長さを超えたとき、前記原
反から前記紙を前記カッターにて切り離し、前記巻軸の周面に前記紙を吸引させつつ前記
紙を前記巻軸の周面に巻き付ける過程で、前記粘着層を前記紙自体に粘着させることによ
り、巻軸の周囲に紙から成る巻心を形成することを特徴とする粘着シートの巻取装置。
【請求項２】
　前記案内手段が、前記給紙手段と前記巻軸との間で２列に並ぶ複数の回転輪に、それぞ
れ無端状可撓体を巻掛けして成る２体のコンベヤを備え、
　前記原反から繰り出される前記紙を前記２体のコンベヤの間に挟み、前記２体のコンベ
ヤのそれぞれの無端状可撓体を前記回転輪にて駆動することにより、前記紙を前記巻軸に
向けて送り出すことを特徴とする請求項１に記載の粘着シートの巻取装置。
【請求項３】
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　前記給紙手段の下方に前記巻軸が配置され、前記２体のコンベヤの一方のコンベヤの上
下方向の全長を、他方の前記コンベヤの上下方向の全長よりも長く設定し、前記一方のコ
ンベヤの無端状可撓体が、前記紙を前記巻軸の高さまで案内し、前記他方のコンベヤの前
記無端状可撓体が、前記紙を前記巻軸の上方まで案内することを特徴とする請求項２に記
載の粘着シートの巻取装置。
【請求項４】
　前記２体のコンベヤが直立姿勢で相互に対面し、該２体のコンベヤのそれぞれの前記無
端状可撓体の間に前記紙を挟み、
　前記２体のコンベヤが水平姿勢で相互に離反することを特徴とする請求項３に記載の粘
着シートの巻取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粘着層を有するシート材（以下で「粘着シート」と記す。）をロール状に巻
き取る粘着シートの巻取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図３に示した従来例の巻取装置２０は、タレットに支持された複数の巻軸４の中の一の
巻軸４ａに厚手のボール紙等から成る紙管１７を取付け、一の巻軸４ａと共に紙管１７を
回転駆動し、この紙管１７を巻心として、紙管１７の周面に、粘着シート１６を巻き取ら
せるものである。粘着シート１６は図中で点線を付した面に粘着層１８を形成している。
上記のタレットについては図示を省略しているが、その旋回に伴って移動する巻軸４の軌
道４０を図中に仮想円で表している。紙管１７は、粘着シートの粘着層１８が巻軸４に直
接粘着するのを防止するために不可欠である。従来例の巻取装置によれば、所定の長さの
粘着シート１６が一の巻軸４ａに巻き取られたところで、一の巻軸４ａに粘着シート１６
を巻き取らせ続けながら、タレットを図中で反時計回りに旋回させる。これにより、一の
巻軸４ａの位置に、他の巻軸４ｂが移動し、一の巻軸４ａがその右側の巻軸４ｃの位置ま
で移動することになる。
【０００３】
　更に、他の巻軸４ｂ（図中の４ａに相当）の真下に、仮想線で表したようにカッター１
９を前進させて、カッター１９にて粘着シート１６を切断する。同時に、カッター１９が
粘着シート１６の粘着層１８を他の巻軸４ｂに押し付けるので、粘着シート１６は、他の
巻軸４ｂに粘着して、他の巻軸４ｂに巻き取られ始める。以上の動作を繰り返すことによ
り、複数の巻軸４に粘着シート１６を順次巻き取らせることができる。また、個々の巻軸
４に巻き取られた粘着シート１６は、タレットから取り外されロール製品となる。このよ
うな巻取装置に係る技術は下記の特許文献に開示されている。
【０００４】
【特許文献１】実開昭５８－１９１１５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のようにロール製品の体裁を成した粘着シート１６は、再び解かれ
てその使用に供することになる。従って、粘着シート１６が総て使い切られても紙管１７
だけが残り、この紙管１７を廃棄処分しなければならない。更には、紙管１７に費やす製
造コストが無駄になるという問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明の目的は、巻心を簡単に処分することが可能で、しかも巻心に費やす製
造コストを最小限に抑えられる粘着シートの巻取装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明は、回転駆動される軸体の周囲に巻心を取付け、前記巻心を前記軸体と共に回転
させながら、前記巻心に粘着シートを巻き取らせる巻取装置に係るものであって、真空引
きにより吸引力を発生する吸引孔を前記軸体の周面に形成した巻軸と、ロール状に巻かれ
た紙の原反と、該原反から前記紙を繰り出す給紙手段と、前記紙を前記原反から切り離す
カッターと、該カッターにより切り離された紙の切り口付近に粘着層を形成する粘着剤供
給手段と、前記紙を前記巻軸の周面に接近する方向へ案内する案内手段とを備え、前記原
反から前記紙が繰り出される長さが前記軸体の円周の長さを超えたとき、前記原反から前
記紙を前記カッターにて切り離し、前記巻軸の周面に前記紙を吸引させつつ前記紙を前記
巻軸の周面に巻き付ける過程で、前記粘着層を前記紙自体に粘着させることにより、巻軸
の周囲に紙から成る巻心を形成することを特徴とする。
【０００８】
　更に、本発明に係る粘着シートの巻取装置は、前記案内手段が、前記給紙手段と前記巻
軸との間で２列に並ぶ複数の回転輪に、それぞれ無端状可撓体を巻掛けして成る２体のコ
ンベヤを備え、前記原反から繰り出される前記紙を前記２体のコンベヤの間に挟み、前記
２体のコンベヤのそれぞれの無端状可撓体を前記回転輪にて駆動することにより、前記紙
を前記巻軸に向けて送り出すことを特徴とする。
【０００９】
　更に、本発明に係る粘着シートの巻取装置は、前記給紙手段の下方に前記巻軸が配置さ
れ、前記２体のコンベヤの一方のコンベヤの上下方向の全長を、他方の前記コンベヤの上
下方向の全長よりも長く設定し、一方のコンベヤの無端状可撓体が、前記紙を前記巻軸の
高さまで案内し、前記他方のコンベヤの前記無端状可撓体が、前記紙を前記巻軸の上方ま
で案内することを特徴とする。
【００１０】
　更に、本発明に係る粘着シートの巻取装置は、前記２体のコンベヤが直立姿勢で相互に
対面し、該２体のコンベヤのそれぞれの前記無端状可撓体の間に前記紙を挟み、前記２体
のコンベヤが水平姿勢で相互に離反することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る粘着シートの巻取装置によれば、原反から繰り出される紙の長さが軸体の
円周の長さを超えたとき、この紙を原反からカッターにて切り離し、この切り離された紙
を巻軸の周面に吸引させつつ紙を巻軸の周面に巻き付ける過程で、紙の粘着層に紙自体を
粘着させることにより、吸引軸の周面に沿った筒形の巻心を形成することができる。この
ような一片の紙を巻軸に一周巻くだけで得られる簡易な巻心に、粘着シートを巻き取らせ
ることができるので、ロール製品の体裁を成した粘着シートが、再び解かれて最後に巻心
だけが残ることになっても、この巻心は一片の紙に過ぎないので容易に処分することがで
きる。しかも、一片の紙から成る巻心はその原価が極めて安価であるので、巻心を含めた
ロール製品の全体の製造コストを低減することにもなる。また、当該巻取装置によれば、
従来のように厚手の紙管を必要としないので、貴重な紙資源の浪費を削減することができ
る。
【００１２】
　更に、本発明に係る粘着シートの巻取装置によれば、給紙手段と巻軸との間で２列に並
ぶ複数の回転輪に、それぞれ無端状可撓体を巻掛けして成る２体のコンベヤを、案内手段
として適用するので、原反から繰り出された紙を２体のコンベヤの間に挟み、無端状可撓
体を回転輪にて駆動することにより、紙を２体のコンベヤに沿わせて案内すことができる
。従って、給紙手段により一旦は原反から繰り出された紙がそれ自体に残留した応力によ
って再びロール状に戻ろうとするが、これを２体のコンベヤによって案内する過程で矯正
しつつ、紙を真っ直ぐに巻軸へ送り出すことができる。しかも、紙の粘着層がコンベヤの
無端状可撓体に粘着することがあっても、回転輪にて駆動される無端状可撓体に紙を伴わ
せつつ、紙全体を巻軸へ向けて円滑に送り出せるという利点が得られる。
【００１３】
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　更に、本発明に係る粘着シートの巻取装置によれば、２体のコンベヤの一方の無端状可
撓体が、紙を巻軸の高さまで案内し、他方のコンベヤの無端状可撓体が、紙を巻軸の上方
まで案内するので、給紙手段にて原反から下方へ繰り出される紙は、２体のコンベヤの間
に挟まれたまま巻軸の上方まで案内される。更に、他方のコンベヤの無端状可撓体から紙
が離脱したところで、この紙の一面が巻軸に吸引されることになるが、尚も一方のコンベ
ヤの無端状可撓体が、紙の他面を巻軸の高さまで案内するので、上記のような残留応力に
より紙が巻軸から離反するのを確実に規制できる。従って、紙の他面を巻軸に吸引させ、
この紙を巻軸の回転に従わせて巻軸の周面に一周以上巻き付け、筒形の巻心を確実に形成
することができる。この他の効果は既述の通りである。
【００１４】
　更に、本発明に係る粘着シートの巻取装置によれば、２体のコンベヤが直立姿勢で相互
に対面し、２体のコンベヤのそれぞれの無端状可撓体の間に紙を挟み、２体のコンベヤが
水平姿勢で相互に離反するよう構成しているので、２体のコンベヤを直立姿勢にすること
により、２体のコンベヤの間に紙を挟むことで既述の効果を達成することができる。そし
て、例えば、複数の巻軸をタレットに支持し、同タレットを旋回することにより複数の巻
軸に粘着シートを順次巻き取らせる場合に、２体のコンベヤを水平姿勢にすることにより
、２体のコンベヤを、タレットの旋回の伴って移動する巻軸の軌道から退かせることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本実施の形態に係る粘着シートの巻取装置について図面に基づき説明する。従来の技術
として既述した構成要素については、以下で同符号を付しその詳細な説明は省略する。
【００１６】
　図１に示すように、実施例１に係る粘着シートの巻取装置１は、真空引き（負圧）によ
り吸引力を発生する吸引孔２を中空の軸体３の周面に形成した複数の巻軸４と、ロール状
に巻かれた紙５の原反６と、原反６から紙５を繰り出す給紙手段７と、給紙手段７の下方
へ繰り出された紙５を原反６から切り離すカッター８と、紙５の一面５０に粘着層９を形
成する粘着剤供給手段１０と、紙５をこの一面５０が巻軸４の周面に接近するよう案内す
る案内手段１１とを備えるものである。
【００１７】
　巻軸４の軸体３の内部は、図中に表れていないバキュームポンプに接続されている。同
バキュームポンプは、軸体３の内部に適時負圧を発生されるものである。原反６は薄手の
極めて安価な帯状の紙をロール状に巻いたものである。図中の原反６は側面図であり、そ
の心材６０を図に表れていないブラケットに回転自在に支持されている。給紙手段７は、
一対の送りローラ７０を主体とし、これらの間に紙５を挟着するものである。一対の送り
ローラ７０の何れか一方は電動機等の駆動源に接続されている。同駆動源を起動させると
、一対のローラ７０が互いに同期して回転駆動する。これにより、紙５を原反６から下方
へ牽引し、更に紙５を一対のローラ７０の下方へ繰り出すことができる。
【００１８】
　カッター８は、図中に実線で表した位置で待機し、後述のタイミングにて紙５を横切る
方向、即ち紙５を一面５０から他面５１側へ（図中の左側）へ向かって前進する。この前
進する際に、カッター８が紙５を切断する。図中の符号８０は、カッター８が紙５に切り
込む瞬間に、紙５が他面５１側へ撓んで逃げるのを防止するための受け板を指している。
粘着剤供給手段１０は、粘着剤を紙５の一面５０に噴射するノズルである。粘着剤として
は液状のアクリル系接着剤を適用しても良い。又は、粘着剤として、熱可塑性の合成樹脂
を適用し、同樹脂を加熱しつつ粘着剤供給手段１０を経て紙５の一面５０に吹き付けても
良い。
【００１９】
　案内手段１１としては、給紙手段７と巻軸４との間で２列に並ぶ複数の回転輪１２に、
それぞれ広幅のベルトから成る無端状可撓体１３を巻掛けして成る２体のベルトコンベヤ
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１４，１５を適用する。図中に実線で表したように、２体のベルトコンベヤ１４，１５は
、それぞれが直立姿勢となったとき相互に対面し、それぞれの無端状可撓体１３の間に紙
５を挟むことができる。図中に仮想線で表したように、２体のベルトコンベヤ１４，１５
は、それぞれが水平姿勢になったとき相互に離反するように構成しても良い。これにより
次の利点が得られる。即ち、従来の技術として述べたように、複数の巻軸４をタレットに
支持し、同タレットを旋回することにより複数の巻軸４に粘着シート１６を順次巻き取ら
せる場合に、２体のベルトコンベヤ１４，１５を水平姿勢にすることにより、２体のベル
トコンベヤ１４，１５を、複数の巻軸４の軌道４０から速やかに退かせることができる。
【００２０】
　以下に、当該巻取装置１の動作について説明する。当該巻取装置１によれば、先ず、原
反６から給紙手段７にて紙５が下方へ繰り出される。更に、２体のベルトコンベヤ１４，
１５のそれぞれの無端状可撓体１３を回転輪１２にて駆動することにより、紙５を２体の
ベルトコンベヤ１４，１５の間に挟み込むことができる。この状態で、２体のベルトコン
ベヤ１４，１５のそれぞれの無端状可撓体１３を回転輪１２にて更に駆動すれば、紙５は
２体のベルトコンベヤ１４，１５のそれぞれの下端を経て、２体のベルトコンベヤ１４，
１５のの真下に位置する巻軸４まで達することになる。
【００２１】
　更に、原反６から繰り出された紙５の長さ、詳しくはカッター８よりも下方にある紙５
の長さＬが、軸体３の円周の長さを超えた時点で、原反６から紙５をカッター８にて切り
離す。このカッター８にて切り離された紙５を、原反６と繋がっている形態と区別して、
以下に「紙片」と記す。紙片５がカッター８によって原反６から切り離された直後に、こ
の紙片５の切り口付近に、粘着剤供給手段１０により粘着剤が塗布される。これが上記の
粘着層９となる。
【００２２】
　以上のように紙５を繰り出す過程で次の効果が得られる。即ち、紙又は紙片５は、原反
６から給紙手段７にて繰り出された後もそれ自体に残留した応力によって再び原反６のよ
うなロール状に戻ろうとするが、これを２体のベルトコンベヤ１４，１５によって案内す
る過程で矯正しつつ、紙又は紙片５を真っ直ぐに巻軸４まで到達させることができる。し
かも、紙片５の一面５０に形成した粘着層９が、ベルトコンベヤ１５の無端状可撓体１３
に多少粘着することがあるが、回転輪１２にて駆動される無端状可撓体１３に紙片５の全
体を伴わせつつ、紙片５の全体を巻軸４へ向けて円滑に送り出すことができる。
【００２３】
　続いて、図２（ａ）に示すように、巻軸４の周面に紙５の一面５０を吸引させつつ巻軸
４を回転駆動することにより、紙片５を巻軸４の周面に巻き付ける。この過程で、同図（
ｂ）に示すように、紙片５の粘着層９に紙片５の他面５１を粘着させると、筒状の巻心３
０が形成される。
【００２４】
　以上のように紙片５を巻軸４に一周巻くだけで得られる簡易な巻心３０を巻軸４と一緒
に回転駆動させ、この巻軸４に粘着シート１６を巻き取らせられるので、ロール製品の体
裁を成した粘着シート１６が、再び解かれて最後に巻心３０だけが残ることになっても、
この巻心３０は一枚の紙片５に過ぎないので容易に処分することができる。しかも、一枚
の紙片５に過ぎない巻心３０はそれ自体の原価が極めて安価であるので、巻心３０を含め
たロール製品の全体の製造コストを低減することもできる。
【００２５】
　また、図示の通り、給紙手段７の下方に巻軸４が配置され、一方のベルトコンベヤ１４
の上下方向の全長を、他方のベルトコンベヤ１５の上下方向の全長よりも長く設定し、一
方のベルトコンベヤ１４の無端状可撓体１３が、紙片５に密接しつつ紙片５を巻軸４の高
さまで案内し、他方のベルトコンベヤ１５の無端状可撓体１３が、紙片５に密接しつつ紙
片５を巻軸４の上方まで案内するよう構成しても良い。
【００２６】
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　この場合、紙片５は、２体のベルトコンベヤ１４，１５の間に挟まれたまま、巻軸４の
上方まで案内される。更に、他方のベルトコンベヤ１５の無端状可撓体１３から紙片５の
一面５０が離脱したところで、この紙片５の一面５０が巻軸４に吸引されることになるが
、尚も一方のベルトコンベヤ１４の無端状可撓体１３が、紙片５の他面５１を巻軸４の高
さまで案内するので、上記のような残留応力により紙片５が巻軸４から離反するのを確実
に規制し、紙片５の一面５０を巻軸４に吸引させられるという利点が得られる。
【００２７】
　尚、本発明は、その趣旨を逸脱しない範囲で、当業者の知識に基づき種々なる改良、修
正、又は変形を加えた態様で実施できるものである。例えば、案内手段１１として２枚の
ガイド板を代用し、これら２枚のガイド板の間に紙片５を挟むようにしても良い。また、
巻軸４から、ロール状に巻いた粘着シート１６を取り外す際には、軸体３の内部に圧縮空
気を供給し、吸引孔２から空気を噴出しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本発明は、粘着層を有するシート材をロール状に巻き取り、更にロール状の粘着シート
を輪切りにし粘着テープとして商品化した場合に、厚手の紙管を商品と共に市場へ出荷し
なくて済むことになる。従って、商品の本体である粘着テープが使い切られた後でゴミが
発生することが殆ど無く、しかも流通の過程で紙管が無駄に嵩張ることがない。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の実施の形態に係る粘着シートの巻取装置の概略を示す側面図。
【図２】本発明の実施の形態に係る粘着シートの巻取装置の要部の概略を示す動作説明図
。
【図３】従来例の巻取装置の概略を示す側面図。
【符号の説明】
【００３０】
　　１：巻取装置
　　２：吸引孔
　　３：軸体
　　４：巻軸
　　５：紙，紙片
　　６：原反
　　７：給紙手段
　　８：カッター
　　９：粘着層
　１０：粘着剤供給手段
　１１：案内手段
　１２：回転輪
　１３：無端状可撓体
　１４，１５：コンベヤ
　１６：粘着シート
　３０：巻心
　Ｌ：（繰り出される）長さ



(7) JP 4127673 B2 2008.7.30

【図１】 【図２】

【図３】



(8) JP 4127673 B2 2008.7.30

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特表２００１－５１５４４２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－１２９６０３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５４－０４０９６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１３９１９６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｈ　１８／００－１８／２８
              　　　　　１９／２２－１９／３０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

